
 

平成30年度 栗駒山火山防災協議会 

 

次     第 

 

                          日時：平成31年３月14日(木)15時00分～ 

                          場所：盛岡市勤労福祉会館５階大ホール 

 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 

（１） 報告 

   ア 栗駒山の火山活動状況について 

   イ 栗駒山火山防災に係る今年度の取組について 

（２） 協議 

   ア 栗駒山火山防災協議会規約の一部改正について 

   イ 栗駒山噴火警戒レベル（案）について 

   ウ 栗駒山火山避難計画（案）について 

   エ 岩手県地域防災計画修正に係る意見聴取について 

   オ 栗駒山火山防災協議会の今後の主な取組（案）について 

   カ 栗駒山登山道の安全対策について 

４ その他 

５ 閉会 



 

 

 ＜資料一覧＞ 

・ 【資料１－１】栗駒山の火山活動解説資料（平成 31 年２月） 

・ 【資料２－１】栗駒山火山防災に係る今年度の取組について 

・ 【資料３－１】栗駒山火山防災協議会規約の一部改正について 

・ 【資料３－２】栗駒山火山防災協議会規約（改正案） 

・ 【資料４－１】栗駒山噴火警戒レベル（案） 

・ 【資料４－２】栗駒山噴火警戒レベル毎の警戒が必要な範囲（案） 

・ 【資料４－３】栗駒山の噴火警戒レベル リーフレット（案） 

・ 【資料４－４】栗駒山の噴火警戒レベル判定基準（案） 

・ 【資料４－５】栗駒山の噴火警戒レベル判定基準とその解説（案） 

・ 【資料５－１】栗駒山火山避難計画（案）の概要 

・ 【資料５－２】栗駒山火山避難計画（案） 

・ 【資料５－３】栗駒山火山避難計画【資料編】（案） 

・ 【資料６－１】岩手県地域防災計画（火山災害対策編）修正案について 

・ 【資料７－１】栗駒山火山防災協議会の今後の主な取組（案） 

・ 【資料８－１】栗駒山登山道の安全対策について 

・ 【資料８－２】栗駒山登山マップ 
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岩手県 知事 達　増　拓　也 出

宮城県 知事 村　井　嘉　浩 代理 危機管理監 山　内　伸　介
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秋田大学 教授 林　　　信太郎 欠
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平成 30年度栗駒山火山防災協議会 討議概要 

 

１ 日 時 平成 31年 3月 14日（木）15：00 ～ 15：45 

 

２ 場 所 盛岡市勤労福祉会館 5階大ホール 

 

３ 参集者 別添出席者名簿のとおり 

 

４ 次第 

(1)  開会 

(2)  挨拶 

(3)  議事 

ア  報告 

(ア)  栗駒山の火山活動状況について 

(イ)  栗駒山火山防災に係る今年度の取組について 

イ  協議 

(ア)  栗駒山火山防災協議会規約の一部改正について 

(イ)  栗駒山噴火警戒レベル（案）について 

(ウ)  栗駒山火山避難計画（案）について 

(エ)  岩手県地域防災計画修正に係る意見聴取について 

(オ)  栗駒山火山防災協議会の今後の主な取組（案）について 

(カ)  栗駒山登山道の安全対策について 

(4)  その他 

(5)  閉会 

 

５ 討議概要 

(1) 栗駒山の火山活動状況について（報告） 

・ 資料１により盛岡地方気象台より説明。 

・ 説明後、質疑等特になし。 

 

(2) 栗駒山火山防災に係る今年度の取組について（報告） 

・ 資料２により事務局より説明。 

・ 説明後、質疑等特になし。 

 

(3) 栗駒山火山防災協議会規約の一部改正について 

・ 資料３により事務局より説明。 

・ 説明後、質疑等特になし。原案のとおり改正する。 

 

(4) 栗駒山噴火警戒レベル（案）について 

・ 資料４により仙台管区気象台より説明。 

・ 説明後、質疑応答。 

（質疑応答） 

・ 資料４－４で、噴火警戒レベル２に上げるときの判断基準のひとつに地震回数

がある。2008年の岩手宮城内陸地震の余震が山体周辺で現在も観測されている
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が、栗駒山の山体直下は地震が発生しない空白域となっている。これは、栗駒

山の山体直下の温度が高く、地震が発生しにくい構造をもっているためと考え

られている。また、栗駒山の火山活動が活発化した際、地震がどのように出る

のか、どこで発生するのか経験が無いため分からない。地震回数を数える範囲

をどう決めるかによって、火山活動の評価が変わってくる。次の機会に、範囲

の設定について気象庁から説明してほしい（土井委員）。 

・ 栗駒山の山体直下は岩手宮城内陸地震の空白域となっているが、その中でも震

源が決まるものもある。基本的に、余震は火山性地震の回数には含めていない。

また、火山性地震は非常に微小なので、すべて震源が決定できるわけではない。

震源がある程度精度よく決まり、栗駒山山頂付近が震源と思われるものだけを

カウントしている。その範囲については次の機会に説明する（仙台管区気象台

長）。 

・ 原案のとおり決定する。 

 

(5) 栗駒山火山避難計画（案）について 

・ 資料５により齋藤委員および事務局より説明。 

・ 説明後、質疑等特になし。原案のとおり決定する。 

 

(6) 岩手県地域防災計画修正に係る意見聴取について 

・ 資料６により事務局より説明。 

・ 説明後、質疑等特になし。 

 

(7) 栗駒山火山防災協議会の今後の主な取組（案）について 

・ 資料７により事務局より説明。 

・ 説明後、質疑等特になし。原案のとおり改正する。 

 

(8) 栗駒山登山道の安全対策について 

・ 資料８により事務局より説明。 

・ 説明後、質疑応答。 

（質疑応答） 

・ 安全第一を考えた時、登山道の付け替えが一番有効であり、既存の産沼コース

が代替となるだろう。しかし、栗駒山の魅力がないと思われないよう、よく理

解してもらうための説明が必要である。須川コースにおいて、地獄谷から昭和

湖付近を少し外れるコースはできないか。産沼コースに確定しないほうがよい

だろう（齋藤委員）。 

・ 現状は、登山者のほとんどが現在通行止めとなる須川コースを利用している。

迂回コースは登山時間が少し長いが、須川コースや栗駒山自体ではなく、地獄

谷、昭和湖付近で発生しているガスが危険であり回避することが目的であるこ

とを、登山者に丁寧に説明していく。また、周辺は非常に自然環境に恵まれて

おり、新しい登山道を通す場合、動植物等の長期的な課題が出てくるので、今

年度の対応としては、このことを説明して進めていくのがよいだろう（岩手県

自然保護課）。 
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・ 火山活動に関する風評被害や地域経済にも配慮しなければならないので、観光

課や一関市とも協議したほうがよいだろう（齋藤委員）。 

・ 昨年、紅葉時期に実施した登山者アンケートでは、４割の方が関東から訪れて

おり、登山届は業者に任せていた。登山道を閉鎖するという情報がきちんと東

京の業者に伝わらないと、風評被害が出る可能性がある。また、資料８－１に

ついて、昭和湖付近の硫化水素濃度の１秒ごとの測定値は、８月 19日に 384ppm

を記録している。今後、モニタリングしていく必要がある（伊藤委員）。 

・ 県外からの観光客への周知についても対応していく。観光担当とも協議をしな

がら進めていく。一関市の商業観光の担当とも協議しご理解いただいているが、

登山シーズンには登山客等から様々な意見が出てくると思うので、登山者の利

用状況等について今後も把握していく（岩手県自然保護課）。 

 

(9) その他 

・ 質疑等特になし。 

以上 
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